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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第69期
第３四半期
連結累計期間

第70期
第３四半期
連結累計期間

第69期

会計期間
自  平成24年４月１日

至  平成24年12月31日

自  平成25年４月１日

至  平成25年12月31日

自  平成24年４月１日

至  平成25年３月31日

売上高 （百万円） 56,717 43,425 82,552

経常利益 （百万円） 322 318 1,569

四半期（当期）純利益 （百万円） 15 123 754

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） △10 348 812

純資産額 （百万円） 13,415 14,282 14,238

総資産額 （百万円） 46,259 37,559 48,296

１株当たり四半期（当期）
純利益金額

（円） 0.70 5.66 34.65

潜在株式調整後１株当たり
四半期（当期）純利益金額

（円） － － －

自己資本比率 （％） 28.13 36.87 28.63
 

　

回次
第69期
第３四半期
連結会計期間

第70期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自  平成24年10月１日

至  平成24年12月31日

自  平成25年10月１日

至  平成25年12月31日

１株当たり四半期純損失金額（△） （円） △6.86 △1.54
 

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

　

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれて

いる事業の内容について、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。

EDINET提出書類

八洲電機株式会社(E02812)

四半期報告書

 2/18



第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する

事項のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報

告書に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　
３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1)　業績の状況

当第３四半期連結累計期間における日本経済は、円安の進行による企業業績の回復や、個人消費の

増加により、景気は全般的に幅広く回復基調にあります。

このような状況下において、当社グループは、ソリューション機能強化による事業の拡大と更なる

収益向上を目指し、顧客ニーズを的確に捉えた省エネ・高効率化の提案営業を推し進めてまいりまし

た。これにより受注高は前年同期比で大幅に増加いたしました。

一方、売上高は電子デバイス・コンポーネント事業のアミューズメント分野での大幅な需要減少の

影響を受けました。

その結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は434億25百万円(前年同四半期比23.4％減)、営業利

益は2億22百万円(前年同四半期比0.1％減)、経常利益は3億18百万円(前年同四半期比1.1％減)となり

ましたが、前期は有形固定資産の減損損失を計上したため、四半期純利益は1億23百万円(前年同四半

期比708.4％増)となりました。

　
セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

①システム・ソリューション事業

プラント事業分野では、国内鋼材需要は底堅く推移しており粗鋼生産量が増加しているなか、生産

効率改善や老朽設備更新案件を中心に積極的な取組みを行った結果、売上高は好調に推移しました。

社会インフラ事業分野では、インフラの老朽化対策等に対応し、売上高は好調に推移しました。

産業システム事業分野では、設備投資需要案件や福祉施設などの新設案件に対応したものの、売上

高は低調に推移しました。

システム・ソリューション事業全般にわたり、付加価値の高いソリューションを展開しました。

その結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は363億77百万円(前年同四半期比2.4％減)となりま

したが、セグメント利益(営業利益)は15億13百万円(前年同四半期比11.8％増)となりました。

　
②電子デバイス・コンポーネント事業

半導体市場における産業機器・通信分野では、産業用ロボット及びＦＡ機器向けの需要が回復しつ

つありますが、未だ本格的な回復には至っておらず、売上高は低調に推移しました。

アミューズメント分野では、顧客の生産調整により液晶パネルの需要が大幅に減少したため、売上

高は低調に推移しました。

その結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は70億48百万円(前年同四半期比63.7％減)となり、

セグメント損失(営業損失)は23百万円(前年同四半期は75百万円のセグメント利益)となりました。

　

EDINET提出書類

八洲電機株式会社(E02812)

四半期報告書

 3/18



　
(2)　財政状態の分析　

(流動資産)

当第３四半期連結会計期間末における流動資産の残高は324億67百万円で、前連結会計年度末に比

べ104億80百万円減少しております。主な要因は、現金及び預金(69億25百万円から54億19百万円へ

15億5百万円減)、受取手形及び売掛金(271億24百万円から190億33百万円へ80億91百万円減)、未収

入金(45億67百万円から32億97百万円へ12億69百万円減)が減少したことによるものであります。

(固定資産)

当第３四半期連結会計期間末における固定資産の残高は50億92百万円で、前連結会計年度末に比

べ2億55百万円減少しております。主な要因は、投資有価証券(18億46百万円から19億96百万円へ1億

50百万円増)、敷金(1億円から3億14百万円へ2億14百万円増)が増加した一方、土地(7億34百万円か

ら5億57百万円へ1億76百万円減)、ソフトウエア(12億51百万円から10億44百万円へ2億6百万円減)、

繰延税金資産(4億58百万円から3億2百万円へ1億56百万円減)が減少したことによるものでありま

す。

(負債)

当第３四半期連結会計期間末における負債の残高は232億77百万円で、前連結会計年度末に比べ

107億79百万円減少しております。主な要因は、支払手形及び買掛金(232億44百万円から142億13百

万円へ90億30百万円減)、未払金(57億54百万円から48億86百万円へ8億67百万円減)、未払法人税等

(2億58百万円から18百万円へ2億40百万円減)、賞与引当金(5億83百万円から1億99百万円へ3億83百

万円減)が減少したことによるものであります。

(純資産)

当第３四半期連結会計期間末における純資産の残高は142億82百万円で、前連結会計年度末に比べ

43百万円増加しております。主な要因は、その他有価証券評価差額金(1億81百万円から3億61百万円

へ1億80百万円増)が増加した一方、利益剰余金(110億24百万円から108億64百万円へ1億59百万円減)

が減少したことによるものであります。

　
(3)　事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、事実上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに

生じた課題はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

①　【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 50,000,000

計 50,000,000
 

　

②　【発行済株式】

種類

第３四半期会計期間末

現在発行数(株)

(平成25年12月31日)

提出日現在発行数(株)

(平成26年２月12日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品

取引業協会名
内容

普通株式 21,782,500 21,782,500
東京証券取引所
（市場第一部）

単元株式数は100株
であります。

計 21,782,500 21,782,500 － －
 

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　
(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日

発行済株式

総数増減数

(千株)

発行済株式

総数残高

(千株)

資本金増減額

(百万円)

資本金残高

(百万円)

資本準備金

増減額

(百万円)

資本準備金

残高

(百万円)

平成25年12月31日 － 21,782 － 1,585 － 1,037
 

　
(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日（平成25年９月30日）に基づく株主名簿による

記載をしております。

①　【発行済株式】

平成25年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

－ －
普通株式 1,100

完全議決権株式（その他） 普通株式 21,772,300 217,723 －

単元未満株式 普通株式 9,100 － －

発行済株式総数 　 21,782,500 － －

総株主の議決権 － 217,723 －
 

　

②　【自己株式等】

平成25年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式） 　 　 　 　 　

八洲電機㈱ 東京都港区新橋三丁目１番１号 1,100 － 1,100 0.01

計 － 1,100 － 1,100 0.01
 

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平

成19年内閣府令第64号）に基づいて作成し、「建設業法施行規則」（昭和24年建設省令第14号）に準じ

て記載しております。

　
２　監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成25年10

月１日から平成25年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年12月

31日まで）に係る四半期連結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受

けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 6,925 5,419

受取手形及び売掛金 27,124 19,033

有価証券 427 678

商品 3,127 2,951

原材料 5 6

未成工事支出金 86 214

仕掛品 62 136

未収入金
※2 4,567 ※2 3,297

繰延税金資産 351 315

その他 348 474

貸倒引当金 △80 △62

流動資産合計 42,947 32,467

固定資産

有形固定資産 1,327 1,107

無形固定資産 1,498 1,252

投資その他の資産

その他 2,551 2,762

貸倒引当金 △29 △29

投資その他の資産合計 2,522 2,732

固定資産合計 5,348 5,092

資産合計 48,296 37,559

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 23,244 14,213

短期借入金 380 380

未払金
※2 5,754 ※2 4,886

未払法人税等 258 18

賞与引当金 583 199

資産除去債務 66 －

その他 1,937 1,871

流動負債合計 32,225 21,569

固定負債

長期借入金 270 154

退職給付引当金 1,401 1,392

繰延税金負債 3 7

資産除去債務 8 8

その他 147 144

固定負債合計 1,832 1,707

負債合計 34,057 23,277
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,585 1,585

資本剰余金 1,037 1,037

利益剰余金 11,024 10,864

自己株式 △0 △0

株主資本合計 13,646 13,486

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 181 361

その他の包括利益累計額合計 181 361

少数株主持分 410 433

純資産合計 14,238 14,282

負債純資産合計 48,296 37,559
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

売上高 56,717 43,425

売上原価 49,569 36,597

売上総利益 7,148 6,828

販売費及び一般管理費 6,926 6,605

営業利益 222 222

営業外収益

受取利息 6 7

受取配当金 24 25

不動産賃貸料 39 18

その他 64 74

営業外収益合計 133 126

営業外費用

支払利息 6 6

不動産賃貸原価 14 14

その他 12 8

営業外費用合計 34 29

経常利益 322 318

特別利益

固定資産売却益 － 27

保険解約返戻金 － 2

その他 － 0

特別利益合計 － 30

特別損失

固定資産売却損 0 0

減損損失 151 0

その他 8 0

特別損失合計 160 0

税金等調整前四半期純利益 161 349

法人税、住民税及び事業税 124 100

法人税等調整額 △10 91

法人税等合計 114 192

少数株主損益調整前四半期純利益 47 156

少数株主利益 32 33

四半期純利益 15 123
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 47 156

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △57 192

その他の包括利益合計 △57 192

四半期包括利益 △10 348

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △36 303

少数株主に係る四半期包括利益 26 45
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　１  受取手形割引高及び受取手形裏書譲渡高

　
前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年12月31日)

受取手形割引高 123百万円 33百万円

受取手形裏書譲渡高 6百万円 1百万円
 

　

※２  包括代理受注契約に基づく取引残高

　
前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年12月31日)

未収入金 4,503百万円 3,274百万円

未払金 5,320百万円 4,466百万円
 

包括代理受注契約とは、請負者の代理人として契約する取引であります。

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第

３四半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの

償却額は、次のとおりであります。

　
前第３四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
  至  平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成25年４月１日
  至  平成25年12月31日)

減価償却費 366百万円 317百万円

のれんの償却額 39百万円 39百万円
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(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間（自  平成24年４月１日  至  平成24年12月31日）

１  配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月27日
定時株主総会

普通株式 326 15.00 平成24年３月31日 平成24年６月28日 利益剰余金
 

　

２  基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期

間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

当第３四半期連結累計期間（自  平成25年４月１日  至  平成25年12月31日）

１  配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月26日
定時株主総会

普通株式 283 13.00 平成25年３月31日 平成25年６月27日 利益剰余金
 

　

２  基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期

間の末日後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自  平成24年４月１日  至  平成24年12月31日）

１. 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

　

報告セグメント

合計
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

システム・ソ
リューション事

業

電子デバイス・
コンポーネント

事業
計

売上高 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 37,275 19,442 56,717 56,717 － 56,717

  セグメント間の内部
  売上高又は振替高

－ － － － － －

計 37,275 19,442 56,717 56,717 － 56,717

セグメント利益 1,354 75 1,429 1,429 △1,207 222
 

(注) １　セグメント利益の調整額は、報告セグメントに帰属しない親会社本社の総務部門等管理部門に係る経費であ

ります。

２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

いずれの報告セグメントにも配分されていない将来の使用が見込まれなくなった遊休資産について、帳

簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失として特別損失に計上しております。なお、当

該減損損失の計上額は、当第３四半期連結累計期間においては1億51百万円であります。

（のれんの金額の重要な変動）

該当事項はありません。

（重要な負ののれん発生益）

該当事項はありません。
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Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自  平成25年４月１日  至  平成25年12月31日）

１. 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

　

報告セグメント

合計
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

システム・ソ
リューション事

業

電子デバイス・
コンポーネント

事業
計

売上高 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 36,377 7,048 43,425 43,425 － 43,425

  セグメント間の内部
  売上高又は振替高

－ － － － － －

計 36,377 7,048 43,425 43,425 － 43,425

セグメント利益又は損
失（△）

1,513 △23 1,490 1,490 △1,267 222
 

(注) １　セグメント利益又は損失の調整額は、報告セグメントに帰属しない親会社本社の総務部門等管理部門に係る

経費であります。

２　セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

該当事項はありません。

（のれんの金額の重要な変動）

該当事項はありません。

（重要な負ののれん発生益）

該当事項はありません。

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第３四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
  至  平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成25年４月１日
  至  平成25年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 　 0.70円 5.66円

(算定上の基礎) 　 　 　

四半期純利益金額 (百万円) 15 123

普通株主に帰属しない金額 (百万円) － －

普通株式に係る四半期純利益金額 (百万円) 15 123

普通株式の期中平均株式数 (千株) 21,781 21,781
 

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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(重要な後発事象)

重要な設備投資

当社は、平成26年１月31日開催の取締役会において、現在の本社ビルを建替えることを決議いたしまし

た。投資額等については検討中であるため、今後の連結財務諸表等に与える影響については現時点におい

て合理的に見積もることはできません。

(1)本社ビル建替えの目的

現在の本社ビルは、昭和37（1962）年竣工以来51年余りが経過していますが、このたびこれを

建替え、新しいワークスタイルを目指し、最新のＩＣＴ（情報通信技術）を積極的に導入したク

リエイティブオフィスを創造し、一人当たりの生産性向上と収益力強化を図ってまいります。

また、防災への取組みなどのＢＣＰ（事業継続計画）対応を充実させるとともに、最新の環

境・省エネ技術を駆使し、環境配慮型ビルを実現します。

(2)本社ビル建替えの概要

所在地（現住所に同じ） 東京都港区新橋三丁目１番１号

敷地面積 約690㎡
 

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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有限責任 あずさ監査法人

指定有限責任社員
業務執行社員

　公認会計士　　平　　井　　　　　清　　印

指定有限責任社員
業務執行社員

　公認会計士　　河　　合　　宏　　幸　　印

独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成26年２月12日

八洲電機株式会社

取締役会  御中

　

 

　

 

　
 

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている八
洲電機株式会社の平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間
(平成25年10月１日から平成25年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成25年４月１日から平成25
年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、
四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示の
ない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用す
ることが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務
諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半
期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実
施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国にお
いて一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定され
た手続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公
正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、八洲電機株式会社及び連結子会社の平成25
年12月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示して
いないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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